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研究目的:  

呼吸器領域において、原発性自然気胸、続発性自然気胸は遭遇する頻度が多い疾患である。しかしながら、その  

治療内容は施設毎によって異なり、各々の病態に応じた適切な治療法が確立されているとは言い難い。この理由の

一つとして、気胸に対する診療の実態が不明確であることが挙げられる。 

日本気胸・嚢胞性肺疾患学会では以上のような状況を鑑み、ガイドラインや臨床研究のコントロールに役立つデー

タベースを構築する必要性を認識しており、学術委員会を中心に2019年4月1日から2020年3月31日の間に入

院症例の原発性自然気胸、続発性自然気胸の実態調査を施行した。 

今回、上記実態調査から5年が経過し、改めて本邦の気胸治療の実態を把握する必要があると考え、今回の研究 

を立案した。 

 

研究対象:  

2024年4月1日から2025年3月31日の間に気胸と診断され、入院加療が施行された患者、もしくは他疾患で 

入院中の場合は同一入院期間内に気胸に対する加療が施行された患者。ただし、入院日が上記期間内であれば、  

加療による転帰日は 2025 年 4 月 1 日以降に及んでいても構わない。また、総入院日数に関しては、他疾患に対

する治療期間も含むものとする。 

 

研究方法 

  気胸入院症例を対象とし、その患者背景、疾患、治療法、退院時転帰の実態を調査し、退院時転帰に影響を与え 

た因子を明らかにする。 

 

研究機関への情報提供の方法: 電子症例報告書（eCRF）及びマネジメントツールとして電子メールを用いデータ収

集を行う 
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